
＜ 「ろくちゃん食農支援基金」に関するＱ＆Ａ ＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

＜ 活動事例 ＞ 
「ろくちゃん食農支援基金」を活用いただいた事例を掲載しております。 

 

 

  

 

 

  

 

Q１．同一団体から複数の申請はできる？ 

Ａ．できます。 

ただし１つの活動につき申請は１回まで。申請回数は、1団体につき年 3回までです。 

※植え付け～収穫といった一連の活動で参加者が概ね同一である場合は 1活動とみなします 
※ＪＡ組合員組織による活動に関しては、申請回数の上限はありません。 

Q２．個人で申請できる？ 

Ａ．個人での申請は受付していません。 
 

Q３．助成金の振込先金融機関は指定できる？

Ａ．ＪＡ兵庫六甲の口座に限ります。 
 

Q５．ＪＡ職員が関わらない活動でも申請できる？ 

Ａ．原則、当ＪＡ職員も積極的に関わる活動に限ります。 

ただし職員の積極的参加が難しい場合、活動内にて『JA 兵庫六甲丸ごとガイド』を参加者へ配

布・案内をお願いします。 

また活動実施の際、当支援金を受けて実施していることについてＰＲをお願いします。 

それらの様子を撮影し、活動実施報告書兼費用明細書（様式２）と併せてご提出ください 
 

 

「大根つくり隊」 
市内の小学生を対象に大

根の種まき、間引き、収穫

を行いました。収穫した大

根は収穫祭として「おでん」

や「豚汁」を作り、参加者で

試食会を行いました。中学

生も手伝いに来てくれて、

小学生、中学生、大学

生、地元農家の方など

色々な世代と交流すること

ができました。                

 

 

【神戸西地区 地域団体】 

 

「さつま芋栽培体験」 
幼稚園児が、さつま芋苗

の定植作業や収穫を体

験しました。 

収穫した「芋」はもちろん、

「つる」も食べられるようレ

シピを配りました。 

 

 

【西宮地区 幼稚園】 
 

 

「イチゴ栽培の 

ひみつをさぐろう」 
地元産の大きくて甘いイチ

ゴ。その栽培のひみつ～ミツ

バチの巣箱やストーブ、換

気に点灯、摘果、それに病

気から守る工夫など、おいし

いイチゴのひみつを調査しま

した。収穫体験後は、とれ

たてのイチゴを味わい、地元

の農業に対する関心を高め

るとともに、地元の良さを再

確認することができました。 

  

 

【神戸北地区 小学校】 
 

Q４．いつでも申請できる？ 

Ａ．活動の 1 か月前を目安に申請してください。終了後は報告書の提出が必要です。 
 


